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   令和５年２月２４日 

 

報道関係者 各位 

香川県農業協同組合 

 
 

琴平中学校でナバナの食農授業開催 

ＪＡ香川県が地域の小学校・中学校にナバナを提供 
 

ＪＡ香川県琴平集荷場では、子どもたちに農業を身近に感じてもらい、食の大切さを知ってもらうために琴平

町内の小学校・中学校に農業体験活動を行っています。 

今回は、出荷最盛期の「ひなまつり」に合わせ、琴平町立琴平中学校で１年生５７名を対象に食農授業を行い

ます。生徒は生産者からナバナの説明を聞き、出荷作業体験を行います。また、琴平町長も参加し、同町産のナ

バナをPRします。 

また、ナバナは、善通寺市・琴平町・多度津町学校給食センターへ提供しています。 

下記の日程で、農業体験活動を行いますので、ぜひ、取材をお願いします。 

※取材いただける場合は事前にご連絡をお願いします。 

 

１．日時 

令和５年３月２日（木） 授業：１１：１５～１２：００ 

            給食：１２：００～１２：３０  

※取材は上記の時間帯となります。 

 

２．場所 

琴平町立琴平中学校 多目的ルーム 

所在地：仲多度郡琴平町五條６６１番地１ 

※琴平中学校の駐車場をご利用ください。 

 事務所にお声がけいただき、多目的ルームに集合してください。 

 

３．内容 

  ・全国３位の生産量 「香川県産ナバナ」について説明 

・ナバナの出荷作業体験 

 （多目的ルームに資材を持ち込み、体験します） 

・当日の学校給食献立に琴平町産ナバナを使用 

 

４．参加者・人数 

  琴平中学校１年生５７名、教員７名、栄養教諭１名 

  琴平町 片岡英樹町長 

ナバナ生産者２名 琴平菜花部会 三好秀夫部会長、大西良子様 



ＪＡ香川県琴平集荷場職員２名 

 

５.琴平町産ナバナについて 

  春の訪れを告げる野菜の代表「ナバナ」は、香川県内で広く栽培されており、 収穫時期は１１月上旬から３

月下旬。３月のひな祭りが一番の需要期です。また、ビタミン C 含有量が野菜の中でもトップ クラスで、栄養

価が高いのが特徴です。 

ＪＡ琴平菜花部会では５９戸の農家が９．８㌶で栽培。厳寒期の安定出荷と需要期の数量確保を図るため、「京

の春」や「花かんざし」、「花飾り」など、複数の品種を組み合わせ栽培しています。 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

ＪＡ香川県琴平集荷場 担当：高岡   電話： 0877-73-2943 携帯：080-8631-9210 

                         （8：30～17：00 土、日、祝日を除く） 

       

※情報提供：ＪＡ香川県総合企画部総合企画課 電話：087-825-1233 

 


